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測定することで、直接血行再建術に伴う神経活動の変化を検討した。                                   
 
 研究方法   
   9例12側のもやもや病患者に対して浅側頭動脈-中大脳動脈バイパス術を施行した。
術中、4x5極の表面電極を脳表に留置し、脳波を連続測定した。得られたデータを周波
数解析し、パワー値の変化を検討した。また、術前後の SPECTから脳血流の変化を計
測し、脳波変化との関連を検討した。                                      
 
研究成績及び考察 
   バイパス術後、高周波帯域でのパワー値の増大が得られ、特にベータ波帯域での増
大が顕著であった。脳血流の増大とベータ波のパワー値の間には相関を認めた。                                       
   脳虚血に伴う脳波変化として低周波の増大と高周波の減弱が知られており、バイパ
ス術によって脳血流の改善が得られ、神経活動が賦活化されたことが示唆される。                                       
  
結論 
   もやもや病に対する直接血行再建術により、高周波帯域でのパワー値の増大が得ら
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論文題名 
Neuromodulatory role of revascularization surgery in moyamoya disease 
(もやもや病に対する血行再建術が神経活動に及ぼす影響） 
 
結果の要旨 
もやもや病において皮質脳波を用いた術前後の神経機能を評価した報告はこれまで
にない。本研究では、術前低周波帯域の power値の増大を認めていたが、術後は改善し、
高周波帯域での power値の増大を認めた。これは、血行再建術により脳血流が改善し、
神経活動が賦活化されたことを示唆している。脳血流の変化による神経活動の変化を正
確に捉えることができれば、慢性脳虚血を病態とする他疾患への応用や、過灌流症候群
などの脳血流に関連した周術期合併症の予測等への応用が可能と考える。 
この研究結果について審査を行い、博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員
に認められた。 
 
